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バイクの事故事例として、直進するバイクと右折しようとするク
ルマが衝突する右直事故を紹介。この事故をもとに、なぜ交差点で
事故が起こるのか、事故防止のためにはどのような注意が必要かを
生徒自身が考える。
まず、クルマとバイクをそれぞれ走らせてその速度を予想する

『速度の読み取り』を行った。その結果、速度の感覚が人により違
うこと、また、実際は同じ速度で走っていてもバイクの方がクルマ
よりも遅く感じる人が多いことを確認した。
次に、生徒の目の前で45km/hで走るクルマをダンボールに衝突
させる『衝突実験』を行い事故の危険性を伝えた。
『速度の読み取り』『衝突実験』をふまえて、交差点での事故防止の
ためには、信号を必
ず守ること、信号が
青でも積極的に安全
確認を行うこと、信
号のない交差点では
一時停止をして安全
確認を行うことなど
を生徒とともに考
え、確認した。

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
な

ど
を
生
徒
に
問
い
か
け
、
生
徒
自
身

が
考
え
、
振
り
返
る
時
間
を
取
り
入

れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
が
積
極
的
に
授
業
に

参
加
で
き
る
よ
う
、『
速
度
の
読
み

取
り
』
は
速
度
を
予
想
す
る
ク
イ
ズ

形
式
で
行
わ
れ
た
り
、『
衝
突
実
験
』

は
衝
突
の
怖
さ
を
視
覚
や
衝
撃
音
で

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
な
ど
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
る
。

「
熊
本
の
生
徒
に
事
故
が
多
い
場
所
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
生
徒
が
カ
ー
ブ
と
答
え
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
カ
ー
ブ
で
の
安
全
な
走
行
方
法
に
つ

い
て
の
知
識
は
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
で

速
度
を
出
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
を
体
験

か
ら
感
じ
と
り
、
限
界
速
度
の
存
在
を
生
徒
が
納

得
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ブ
手
前
で
速
度
を
落
と
し
、

安
全
速
度
で
走
行
す
る
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
り

ま
す
」
と
亀
田
さ
ん
。

コ
ー
ナ
リ
ン
グ
の
練
習
を
体
験
し
た
松
島
商
業

高
校
２
年
の
田
浦
有
沙
さ
ん
は
「
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
る
と
、
膨
ら
ん
で
走
行
し
ち
ゃ
う
の
で
怖

い
と
感
じ
ま
し

た
。
ス
ピ
ー
ド

が
出
た
ま
ま
で

カ
ー
ブ
に
進
入

し
な
い
よ
う
に

注
意
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と

感
想
を
語
る
。
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教育
最前線

（財）日本交通安全教育普及協会［原付通学生徒及び交通指導担当教員研修会］

バイク（原付）通学を許可している高校の教員を
対象に安全指導のノウハウを提供

（
財
）
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
は
、
バ

イ
ク
通
学
を
許
可
し
て
い
る
高
校
の
教
員
を
主
な

対
象
に
、
バ
イ
ク
に
関
す
る
技
術
や
実
技
指
導
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
「
原
付
通
学
生
徒
及
び
交

通
指
導
担
当
教
員
研
修
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
研
修
は
、
交
通
安
全
教
育
の
定
着
と
教
員
同

士
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
今
年
は
、

山
梨
・
和
歌
山
・
鳥
取
・
宮
崎
・
熊
本
･
鹿
児

島
・
静
岡
の
全
７
県
で
開
催
さ
れ
た
。

熊
本
県
で
は
、県
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、

８
月
19
日
、
天
草
自
動
車
学
校
（
熊
本
県
天
草
市
）

に
て
同
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
に
は
、

天
草
地
区
の
高
校
11
校
か
ら
、
教
員
15
名
、
生
徒

39
名
が
参
加
し
た
。
指
導
は
、（
財
）
日
本
交
通

安
全
教
育
普
及
協
会
の
亀
田
清
人
主
幹
を
は
じ

め
、
天
草
自
動
車
学
校
指
導
員
、
熊
本
県
二
輪
車

安
全
普
及
協
会
指
導
員
が
担
当
し
た
。

「
生
徒
自
身
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
考
え
る
こ

と
が
大
切
」
と
亀
田
さ
ん
は
話
す
。『
速
度
の
読

み
取
り
』『
衝
突
実
験
』
を
交
え
た
事
故
再
現
で

は
、「
な
ぜ
事
故
が
起
き
る
の
か
」「
事
故
防
止
の

課
題
走
行
は
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
コ
ー
ナ
リ
ン

グ
、
低
速
バ
ラ
ン
ス
。
二
輪
車
の
走
る
・
曲
が

る
・
止
ま
る
・
倒
れ
る
と
い
う
特
性
を
考
え
、

個
々
の
習
熟
度
を
上
げ
る
た
め
の
指
導
法
を
教
員

に
紹
介
し
た
。

「
運
転
姿
勢
や
技
術
レ
ベ
ル
に
は
個
人
差
も
あ
り

ま
す
。
操
作
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
運
転
姿
勢
や
操
作
な
ど
気
づ
い
た
点
を
生
徒

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
」と
亀
田
さ
ん
は
い
う
。

「
今
回
の
研
修
で
は
、
原
付
通
学
生
徒
と
交
通

指
導
担
当
教
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
ど
う
指
導
す
れ
ば
良
い
の
か
指
導
の
実

際
を
先
生
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
自
校
で
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
亀
田
さ
ん
は

研
修
の
ね
ら
い
を
話
す
。
実
技
研
修
後
、
生
徒
が

研
修
の
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
る
間
に
、
交
通
指

導
担
当
教
員
は
研
究
協
議
を
行
っ
た
。
研
究
協
議

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
内
容
に
は
ど
ん
な
狙
い

が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
の

か
が
話
し
合
わ
れ
た
。

研
修
に
参
加
し
た
天
草
工
業
高
校
の
古
賀
寿
夫

先
生
は
「
体
験
的
な
内
容
が
多
く
強
く
印
象
に
残

る
研
修
で
し
た
。
一
時
不
停
止
違
反
な
ど
が
多
い

の
で
、
事
故
再
現
の
部
分
を
参
考
に
し
て
、
安
全

確
認
の
重
要
性
を
生
徒
に
伝
え
た
い
」
と
感
想
を

語
っ
た
。
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[指導内容] 生
徒
の
運
転
技
術
を

向
上
さ
せ
る
練
習

ポ
イ
ン
ト
○3

な
ぜ
事
故
が
起
き
る
の
か
、

生
徒
自
身
が
考
え
る

ポ
イ
ン
ト
○1

危
険
を
安
全
に
体
験
し
て
、

事
故
防
止
に
活
か
す

ポ
イ
ン
ト
○2

学
ん
だ
指
導
法
を
各
校
に
持
ち
帰
り

生
徒
へ
の
安
全
運
転
教
育
に
役
立
て
る

ブレーキング

コーナリング

乗車準備

事故再現

乗車前には、車両点検・服装・運転姿勢のアドバイスが行われた。
出発前には必ず車両の点検を行うことが大切と説明。点検方法は、
「ブタと燃料」で覚え、ブレーキ・タイヤ・灯火類・燃料の4項目
をチェックする。
次に、バイクは車体が小さいので目立ちにくく、ライダーは転倒
した際に身体にダメージを受けてしまうため、身体の保護性を高め、
夜間でも目立つ正しい服装が必要と説明。長袖・長ズボンの着用、
サンダルやヒールのある靴は避けること、ヘルメットは必ず着用し
脱落を防ぐためあごひもは指１本が入る程度にしっかり締めること
を伝えた。
また運転姿勢で

は、目・肩・肘・
手・腰・膝・足の7
つのポイントに分け
て正しい運転姿勢の
アドバイスが行われ
た。

最初に、安全に短く停止する練習
を行う。30km/hで走行し、目標位
置でブレーキをかける。同様に
40km/hでも行った。
次に、目標となる枠の中で停止す
る練習。練習は20km/h、40km/hで
行われ、生徒たちは、20km/hの速
度の違いでも制動距離が大きく違っ
てくるため、早めのブレーキが必要
であることを体感した。

安全な範囲でカーブを曲がる際の
限界速度を体験する。この日は、カ
ーブを20km/h、30km/h、35km/hで
走行する体験を行った。生徒たちは、
速度が速くなるほど慣性力の影響で
外に膨らみ危険であることを体感
し、安全に走行するにはカーブ手前
で速度を落とすことの必要性を学ん
だ。
続いて、カーブ手前で速度を落と
し、安定してカーブを曲がる練習が
行われ、ブレーキやハンドル操作の
タイミングなどを練習した。

両側をポールで区切られた狭い直
線コースとS字コースを低速で安定
して走行する練習を行った。
生徒たちは、練習を通じてバイク
はバランスをとって乗る乗り物であ
ることと、バランスをとりやすくす
るには正しい運転姿勢が必要である
ということを学んだ。バランスを崩
してポールに接触する生徒も多く、
目線を遠くにおいて走行することな
どがアドバイスされた。

5 低速バランス

交通指導担当教員がバイクに関する
技術や実技指導のノウハウを学ぶ

天草地区の高校11校から代表生徒39名と、交通指
導担当教員15名が参加した

交差点でのバイクの事故事例を紹介した


